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＜パートナーシップ＞

☑
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☐

☐

☑

☐

☐

☐

☑

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名 社会福祉法人　岳寿会

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

失敗を恐れず自由な発想で活動し、楽しいところに人が集まる社会福祉法人を目指す。
また、子どもから高齢者、国籍や障害の有無を問わず、幅広い世代や人種と関わることで、グローバルで広
い視野を持った人材の育成を行う。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

更新

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野
に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

熊本県との地域の縁がわ事業や、高森町との介護基盤整備事業について連携し取り組んでいる。

環境

空き家と福祉を融合した街づくり
空き家を改修した住居としての提供
数　　　　　　　2023年度：0件
　→2026年度：2件

社会

経済

地域に住む外国人（技能実習生や留学生含む）と地元の住民
が交流し共生できる環境の提供

地域交流スペースを活用した交流イ
ベント実施回数
2023年度：2回
 →2026年度：6回

社会

経済

環境

障がい者雇用率の上昇、誰しもが働き続けられる環境の提供
障がい者雇用率
2023年度：11.04％
2026年度：12％

社会

経済

＜SDGsに関するこれまでの重点的な取組み及び指標に係る進捗状況＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

環境
・空き家と福祉を融合した街づくり
空き家を活用することが出来ず、目標未達成となっ
た。

空き家を改修し、高齢
者が安価で住める住
居としての提供数の増
加。

空き家の改修は出来
なかった。

社会

経済

環境 ・地域に住む外国人（技能実習生や留学生を含む）と
地元の住民が交流し共生できる環境の提供
地域交流スペースで食事会やレクリエーションを行
い、 様々な国の外国人と地域住民の交流ができた。

法人が所持する地域
交流スペースを活用
し、交流イベントの実
施（G-TAVERN）

2021年10月、11
月、2023年8月に2
回、
計４回実施

社会

経済

・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由
等も記載してください。

環境 ・障がい者雇用率の上昇、誰しもが働き続けられる環
境の提供
12％の目標に対して実績が11.04％（△0.96％）
であり、1.5名不足だった。

障がい者雇用率
2020年度：10.59％
2023年度：12％

2023年度：
11.04％

社会

経済


